
119

甜ll柵剛瓢田1蜘1剛ll欄1醐1照1蹴柵捌lllll醐闇ml

原 著
{llUll昭ml湘湘1111照m湘mmlmm購m闘 川IUIIIill"

肺 結 核 患 者 の 血 液 単 球 に 就 い て

第2篇

名古屋大学医学部内科第一講座(主任

太 田 哲 司

日比野 進)

安田病院(院 長 石田凱夫)

佐 藤 昭 雄

(昭 和28年11月10日 受 付)

第1章 緒 言

肺結 核症は シユ ーブに よつ て増悪 するのを一般 的な性

絡 とす るものであ り,従 つて本症 の増悪 と称す るものの

最 も定型的 な相を ここに見 るものである｡こ の増悪時 に

おけ る血液単球 に関す る研究 特に質的研究は 誠 に 少 な

い｡Cu聰ingha塒 等 は結核感染家兎において,血 液単球

数 は病 巣撒 布 とともに増加 し病巣の治癒 とともに減少す

るとい う｡Rogerは 単球対淋 巴球比の大 となる ことは病

巣拡大に関係 する とい う｡Medlarは 臨躰上淋 巴球対単

球比 の上昇 は病巣拡大か病巣乾酪化の始 まりを示す もの

といつ ている｡本 邦 におい ても肺結核症増悪時 に,血 液

単球 数の増多 を示す ことは近時多 くの学者 によ り認め ら

れる ところであるが,血 液単球 の変化 を数量 の み な ら

ず,更 に胞体及 び核 の面積｡核 形 ・胞体塩基性染色度 ・

胞体 内空胞｡穎 粒等 につ き観察す ることは意義深 いこと

である｡私 どもは肺結核患者の経過中,明 らか に一般症

状及びX線 所見上 シユーブすなわち増悪 を示 した時期 を

明らかに捉 え得た症例 に就 いて,血 液単球像 のシユーブ

前後の変動 を詳細 に観察 した｡

第2章

第1節 実験方法

第1篇 にて論述 した と同様の条件の下に,血 液塗抹標

本を作 り,メ イ グ リュー ンワル ド氏液にて3分 間 染 色

後,PH6・5の 蒸溜水 にて100倍 に稀釈 したギームザ

液 にて10時 間の長時間染 色をす る｡而 して一 定の光源

ランプを使用 し,検 した｡胞 体及 び核面積は本篇第2章

第2節 の実験ではAmsler面 積 計を用 いて 測 定 し た｡

Amsler面 積 計の使 用特 に」血球 面積の測定 に関 しては,

既 に杉山の詳細な研 究があ り,私 もまた これ に従つて拡

大 を約2,500倍 に し,3回 測定平 均値を取つた｡使 用時

の面積計の角度は,60｡内 外 とした｡そ の他 に就いては,

すべて第1篇 に準 じて行つた｡

第2節 病症増悪例 に就 いて

A成 績(第1～4表)

私 どもは結核患者に就 いて,毎 月数回の採 血検査 を行

い,病 症 の増悪 に遭遇 するを待 ち,病 症 の増悪 すなわ ち

シユ ーブに遭遇す るや,そ の第2日,第7日 目に同様検

査を行つて,病 症 増悪の前後,各 々2回 計4回 の検査所

見を比較検討 した｡

1単 球百分率 ・単球実数及び淋巴球対

単球比(LノM)

単球百分率に就 いては,増 悪前全例 ともに10%以 下

であつた ものが,増 悪後各例 ともに10%以 上 の増多症

をおこ し,2倍 に近 い百分率を示す もの もあつ た◎又 白

血球増多症を起 しているため,そ の実数 もいずれ も著明

な増多症を認めた｡淋 巴球対単球比は,淋 巴球 が本症増

悪時 に減少す るので私 どもの観察例において も全例 にお

いて,増 悪前4・0内 外 の価 を示 した ものが,増 悪後2・0

内外 と著明な減少を認 める ことが できた｡す なわち単球

増多症 とLIMの 減少は本症増悪時に著明に 認 め ら れ

るり

1r核 形

1型 は症例Vに おいて,増 悪前0・5%,増 悪後1・1%

に増加 している外は,著 変は認 め られぬ｡∬ 型 は症例 ∬

を除いて,増 悪前15%前 後 であつ た も の が,増 悪後

20%前 後に増加 している｡症 例 ∬において も,少 しく増

加の傾向が認 められた｡皿 型 に就いては,症 例1,rv,Y

において,増 悪後増加 の傾 向が認め られ るが,症 例 ∬,

姐においては著変な く,W型 は症例 互を 除 い て 増悪前

30～40%内 外の ものが,増 悪後30～20%と 約10%の

差を以つて減 少 している｡す なわち全体 として第 ∬海

型 の単球の増 悪後の増加 とIV型 の減少 の傾 向を示 し核左

方移動を認めた｡二 核単球 は観察単球6,000飼 申4個 認

め増悪前後の関係は認めなかつ た⇔

皿 形質塩基性染色度

,染色度1は 症 例1溜,IVに おいて増悪後増加 し,lll,

V例 では減少｡染 色度IL[は80～70%で あつて増悪前後

著変 を認めない｡染 色皮 避は全例 に増悪後増加｡す なわ
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ち染 色度は増 悪後染色度濃 き単球 と,染 色度低 き単球 の

百分率増加す る傾 向を認め,且 つ後者において著 しかつ

たO

IV胞 体内空胞及 び穎粒

本実 験例 にお いては,胞 体内空胞は症 例1で は,そ の

出現率 は増悪前3・8%で 増悪後9・7%,症 例MIで は,増

悪前13%,増 悪後17・5%,症 例 厘では増悪前10%,増

悪 後11・3%,症 例IVで は増悪前8・7%,増 悪 後12・3%

と各例 とも増悪後増 加の傾向を認 めた｡症 例Vで も増悪

後出現率小 となるが,併 しその実数 においては増悪前37

飼増悪後46個 で,や は り増加 していた｡す なわち空胞

出現率は朗瞭 に増悪後増加の傾向が認 め られる◎ しか も

増悪後においては,空 胞の大 なる ものがあ り,叉 一単球

内におげ る数 も多いのが多 くなつ た｡穎 粒 に就 いては,

症 例1増 悪前 その出現率28%,増 悪 後25｡5%,症 例1[

増 悪前20・5%,増 悪 後24・8%,症 例 皿増悪前18・5

%,増 悪後30%,症 例IV増 悪前24・7%,増 悪 後31・8

%,症 例V増 悪前20・5%,増 悪 後29・8%と 症例1を 除

いて各例 ともに増悪後出現 率増大 した｡し か も,増 悪後

その穎粒は粗大且つ多数 の ものが比 較的多数を占めた｡

V胞 体 面 積

肺結核症 の単球 面積 を動 的に増悪 前後比較 して観察 し

たe症 例1増 悪前平均面積M±m二206.10±1.05y・2,増

悪後M±m=215.83±1｡15μ2で 明 らかに有 意の差を以つ

て大である｡症例III増悪前平均面積221・53±0・95μ2,増悪

後242.57±1｡21好 であつて,明 らかに有 意の差を以 つて

て大である｡症 例 遮増悪前平均面積228・89±O・96μ2,増

悪 後248.73±1.27y2で,明 らかに有意 の差を以 つて大

である｡症 例IV増 悪前平均面積222・23±1・05〆,増 悪後

253・07±2・06y2で,明 らかに有意の差 を以 つ て 大 で あ

る｡症 例V増 悪前平均面積215の0土1｡01μ2,増 悪後234.07

±1・07〆で明 らかに有 意 の 差 を以 つて大 である｡す な

わ ち胞体面積は,各 例 ともに増悪後著明 な増 大 を 認 め

る｡面 積 分布 曲線 に就 いては,い ずれ も増悪後右方移動

を認 め,そ の曲線の頂点は症例1及 び症例 皿 に お い て

210y2の 位置か ら230P2の 位置へ,症 例1【,皿,IVにお い

ては,210〆 か ら250μ2の 位置へ と著 明な 移動 を 認め

るの偏差域に就いては,各 例 とも増 悪後拡大す る傾 向を

認 める｡す なわち平均 偏差域 では症 例1116y2よ り193

Pt2,症 例ll143好 よ り182y.2,症 例 避169〆 よ り176

μ2,症 例IV174μ2よ り201〆,症 例V150μ2よ り157

〆 と増大 し,す なわち 曲線の 右方移動 とともに曲線の

右 方への偏平 化を謙める ことができ る｡

II核 面 積

症例1で は,増 悪前平均面積1r±m=gs.50±O.54μ2,

増悪後MEn}=96.77±O｡47y・2で あつて,こ の間 には有

穏 の差は認め られない｡症 伽 亙は増悪前平均面積104.60

thO・45y2,増 悪 後108｡10±O.42〆 で有意の差 にて増悪

後大であ る｡症 例 斑は増悪前平均面積105.08±0・41幽

増悪後103.90±O.52y・2で 逆に小 とな るが有意 の差を認

め ない｡症 例IVは 増 悪前 平均面積97｡85±O・481L2,増 悪

後100.08±0.55y2で あつ て有憲 の差 を以つ て増悪後大 と

なる｡症 例Vで は,増 悪前平均 面積92・67±O・54鴎 増

悪後9352±O.55pa2で 有意 の差は認め られない｡面 積分

布 曲線に就いては,各 例 とも増悪前後 の著変 は認 められ

ず,症 例 皿,症 例Vに おいて右方移動,症 例 皿において

左方移動 を少 しく認めたに過 ぎない｡偏 差域 に就いて も

増悪前後に一定 の傾 向を認 められ ない｡故 に 核 面 積 に

就 いては,症 例 出を除いて各例 ともに少 しく大 となる傾

向は認め られ るが,し か しその増大度 は比較 的 小 で あ

る｡

冊 核胞体面積指数

症例1で は増悪前M±m=46.34±O.24で 増悪後M土

m=44.98±O.22,MrM2=1｡36,症 例nで はM1-M3

二2.24,症 例Mで はM一M2=4｡69,症 例IVで はM1-

M2=4.62,症 例Vで はM1-一 一M2=2.76で あつて各例 と

もに有意 の差に て増悪後小であつた｡

第3章 総 括 及 び 結 論

肺結核患者の経過 中,明 らかに一般 症状及 びX線 所見

上,シ ユーブを示 した時期 を捉 え得 た症 例に就 いて,血

液単球像の シユ ーブ前後の変動 を詳細 に観察 した◎

1)単 球数は,増 悪前,全 例 ともに10%以 下 であつた

ものが,増 悪後,各 例 とも10%以 上に増加 し,淋 巴球

対単球比は全例,増 悪前4・0内外 から,増 悪 後2・0内 外 と

減少 し,す なわち単球 数及びLノMは 本症増悪 時 と一致

して特微的 な変化を示 した｡

2)核 形は,1型 は殆ん ど著 変な く,II型 は1例 を除

き,増 悪前15%前 後か ら,増 悪後20%前 後 に増加,

巫型は5例 中3例 に増加の傾 向を認 めた｡IV型 は1例 を

除 き増悪前30～40%前 後 から,増 悪後30～20%と

10%内 外の差で減少 した｡す なわち核左方移 動を認め

ることがで きた0

3)形 質塩 基性染色度に就 いて,染 色度1は3例 にお

いて増加の傾向を認め,染 色度 皿は著変 な く染色度1は

全例 において増加 した｡要 す るに,増 悪後,染 色度低 き

単球 と染色度濃 き単球の百分率増多の傾 向を認めた｡・

4)胞 体内空胞は,症 例1を 除き,増 悪後,増 加を認

め,し か も有空胞単球 出現 百分率 にお いて,増 悪後減少

した例において も,そ の単球実数 では明らか に増悪後の

増加を認めた｡

5)形 質 内穎粒 は,1例 を除 き有穎粒単球出現百分率

は,増 悪前20%内 外 よ り増悪後25～30%と 増 加 し

た｡ま た形質 内穎粒は増悪後粗大 とな る傾向を認 めた｡

6)胞 体面積は,症 例1で は,増 悪前平均面積M土

m=206.10士1・05〆,増 悪後平均面積M土n・=215.83±

1｡15P2,症 例 皿は増 悪前221・53±O・9Sy2よ り増 悪 後
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242.57±1｡21y2,症{列 皿壱ま、増 悪 前
ま

228｡89±0｡96y.2Y.り 増 悪後248.73

±1・27匪,症 例IVは 増 悪 前222｡23

±1・05魑2よ り増 悪 後253.07±1｡34

μ2,症 例Vは 増 悪 前215｡00士1.01

y2よ り増 悪 後234.07土1｡07〆 と

全 例 とも有 意 の差 にお い て 増 悪

後 大 となつ た｡面 積 分 布 曲 線 は,

全 例 にお い て いず れ も増 悪後 右 方

移 動 を認 め,そ の 曲線 の 頂 爲 も,

各 例 と も著 明 な右 方 移 動 を 認 め

た｡偏 差敏 は,症 例1166μ2よ り

193tL2,症 例III143〆 よ り182鴎

症 例 班169〆 よ り1ケ6μa,症 例.

】V174y.2よ り201y.2,'輩 脊殉V150

μ2よ り157y・2と い ず れ も増 悪 前

よ り増 悪後 増 大 した¢

7;核 面 積 は,2例 に お い て増

悪 後 有意 の 差 にて 大 とな り,他 の

例 で も増悪 後 大 とな る傾 向 を認 め

た が,そ の増 大 度 は 全 面積 に 比 し

て小 で あ り,面 積 分布 曲線 及 び偏

差 域 に就 い て も殆 ん ど著 変 を認 め

なか つ た｡・

8)核 胞 体 面 積 指数 は,各 例 と

もに 増悪 後有 意 の 差 に て 小 と な

り,本 細 胞 の面 積増 大 は形質 が 主

体 をなす もので あ る こ と を 認 め
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第4表
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